令和元年８月９日
市民局国際平和推進部国際交流課
広島国際会議場の指定管理者募集に係る質問に対する回答
	
	資料名
	項
	質　問
	回　答

	1
	応募要領
	４指定管理者が行う業務⑶利用促進の取組
	【広島市の基準値】
会議場の年間利用率（貸し出しの時間区分による利用率）：４４．０％

上記項目の４４．０％は、令和２年度から令和６年度の毎年度の年間利用率と解釈するのか、令和２年度から令和６年度の年間利用率の平均と解釈するのかご教示ください。
	毎年度の年間利用率（貸し出しの時間区分による利用率）です。

	２
	応募要領
	別記３
	自家用電気工作物の管理範囲について

指定管理者応募要領別記３により広島国際会議場は使用する電気を受電し広島平和記念資料館本館に送電しており一体の自家用電気工作物に当るものと理解できる。
このため、広島平和記念資料館本館の自家用電気工作物に関する電気主任技術者は、広島国際会議場の電気主任技術者と同一であり、広島平和記念資料館本館の自家用電気工作物に関して個別に選任する必要はないものと理解してよいか。
	ご理解のとおりです。

	３
	指定管理者業務仕様書
	６職員配置・職員研修⑴職員配置
	指定管理者業務仕様書の解釈について
職員の配置について、６⑴エに「配置人員のうち、管理監督的な地位にある者で、防火管理者の資格を有する者１名を必置とする。ただし、適正に防火管理業務が行える場合は、本部等の職員とすることができる。」とは、上記の資格を有する者を防火管理者として選任するものと理解してよいか。また、防火管理業務の対象は広島国際会議場の施設全体（使用許可部分を含む。）であるものと理解してよいか。
	ご理解のとおりです。

	４
	維持管理
業務仕様書
	
	「広島平和記念資料館及び広島国際会議場設備運転管理業務仕様書」の４⑸「自家用電気工作物の工事、維持及び運用の保安を確保することについて、次のことに留意すること。」における「設置者」の解釈について、当センターは「みなし設置者」として電気事業法に関する職務を行うように考えているが、そのために必要な措置をとる権限が与えられるものと理解してよいか。
	ご理解のとおりです。


